


未来をひらく
子どもたちへ

　理科の学習では、身のまわりの自然現象を対象にしていますが、人間にとっての自然は
「意識によってつくられていないもの」といえます。
　ところが現代において、人間の「意識によってつくられた」社会の中で生活していると、
合理的な意識の世界にどっぷり浸かってしまい、みんなが同じような考えに
なりがちです。しかし、世界には、「意識によってつくられた」社会だけではなく、
その外側に「意識によってつくられていないもの」、つまり、自然があることを知り、
自然のもっているさまざまな違いを知ることが、とても大切です。
　未来をひらく子どもたちには、意識によってつくられていない自然の中で、見つけた
生き物をじっくり眺めたり、においを嗅いでみたり、聞こえてくる音に耳を澄ましたりして、
そこからたくさんの不思議や面白いことを感じてほしい、そして、もっと自然と積極的に
関わって、いろいろな違いを発見してもらいたいと思っています。

1937 年神奈川県生まれ。東京大学 医学部卒業。
博士 ( 医学 )。1995 年に東京大学 医学部教授
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( 新潮社 )、『養老孟司のデジタル昆虫図鑑』( 日
経 BP 社 )、『逆さメガネで 覗いたニッポン』(PHP
研究所 )、 『遺言。』( 新潮社 ) など多数。
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未来をひらく 子どもたちへ

令和6年度版の教科書の特徴

1949 年三重県生まれ。広島大学教育学部卒業。博士 ( 教育学 )。1991 年より
1999 年まで文部省初等中等教育局小学校課教科調査官。1999 年より広島大学教
授、2001 年より広島大学大学院教授。2013 年より 2022 年まで日本体育大学教授。
広島大学名誉教授。国立教育政策研究所名誉所員。

　これからの教育は、ICT などの情報機器を活用し、一人一人の子どもが自らの課題を設定し、情報を収集し、整理・
分析し、課題を解決していくという、主体的で個別最適な課題解決活動が求められています。このような資質・能力を
子どもに獲得させるためには、以下のような工夫が必要と考えられます。

❶ 確実な知識と適用できる知識の獲得
　知識は、基本的に、他の領域でも適用できるようにすることが大切です。理科では、一つの単元において獲得し
た自然の事物や現象に関する性質やきまりなどを他の単元にも適用できるようにしておくことが大切になります。

❷ 問題を解決していくための「すべ」の獲得
　問題解決といえば、今まで、1問題の見いだし、2予想・仮説の発想、3観察・実験方法の立案、4観察・実験の実行、
5観察・実験結果の整理と考察、6結論を導き出すことなど、という問題解決の過程を踏まえることが中心になっ
ていました。しかし、子どもが問題解決過程を踏まえるだけでは、子どもに問題を解決していく力は獲得できない
と考えられます。子どもが問題を解決していく力を獲得するためには、1～6の各過程における「すべ」を獲得す
ることが必要になります。例えば、問題を見いだす場面では、「枯れた植物」と「枯れていない植物」とを比べるこ
とから、一方は枯れて、他方は枯れないのはなぜか、というような問題を見いだす「すべ」を子どもが獲得するこ
とです。このような「すべ」が1～6の各過程で必要となります。

❸ 観察・実験を行う場面における視点の明確化
　観察・実験を行う場面において、子どもは、自然事象の何に注目して観察・実験をすればよいか明確でない場合
が多いです。そこで、観察・実験を行う場面では、子どもが自然の事物・現象を観察する視点を獲得することが必
要になります。この事象を観察する視点は、予想・仮説に基づくものです。つまり、子どもが予想・仮説に基づき
観察の視点を引き出す「すべ」を獲得できるような学習指導の展開が必要になります。

❹ デジタル機器の活用
　デジタル機器の活用は、いろいろな場面が考えられます。とりわけ、一人一人の子どもが行った観察・実験の結
果を他の子どもと共有する場面では、きわめて有効で効果的です。つまり、観察・実験の結果の収集と保持、そして、
他者との共有化の場面においてデジタル機器の活用が大切と考えられます。

❺ SDGs ➡ 無駄をつくらない
　最近、SDGs という言葉を、テレビのコマーシャル等でも聞くことができます。SDGs は、国連が定めた 17 の
目標を 2030 年までに達成しようとするものです。この目標の本質の一つは、資源などにおいて無駄をつくらない
という考え方です。このような考え方をもとに、学習指導を展開することが大切です。

　以上のような考え方をもとにして、教科書の改訂を行いました。この考え方を一言でいえば、子どもに「未来を生き
抜くために必要な力が獲得できる教科書」です。この教科書を活用することによって、一人一人の子どもが「自分の考
えをもとにして、新しい価値を創造していく」ことになると考えます。

監修者
⻆屋 重樹 （かどや しげき）
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未来をひらく 子どもたちへ
編集の基本方針

理科の学びを通して、子どもたちが未来をきりひらくために
必要な力が身につく教科書をつくる

令和６年度版 未来をひらく小学理科

編集方針３つの特長
「学びたい！」を全ての子どもたちに。3 つの願いを込めて…

「なぜ？」が
見つかる教科書

問題解決の流れが
わかる教科書

みんなが理科を
好きになる教科書

1

2

3

3



3 年 p.34-35

導入写真
子どもの興味を高める写真
を掲載して、意欲的に学習
を始められるようにしてい
ます。

学習のつながり
学習のつながりで既習事項
を振り返ることで複数の単
元で学習したこととこれか
ら学ぶことを関連づけて考
えられます。

キャベツ畑に
チョウが集まっていて
不思議だな。

「なぜ？」が見つかる教科書1

子どもの気づきから問題をつくり、学びが始まります。
単元導入では、子どもが活動している様子や、不思議を感じさせるものなど、子どもの「なぜ？」を
引き出しやすい写真を精選しました。子どもが主体的に学習に取り組めるよう、意欲を高めるねらいです。
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主人公の疑問や
気づき
各単元ごとに主人公を設定
し、学習前の姿を自分と重
ね合わせながら主体的に学
習を進められるようにして
います。

見つけよう
学習のはじまりに、問題を
見いだすための事象提示や
共通体験などの活動を設定
しています。

対話的な活動
「見つけよう」での活動をも
とに、子どもたちが気づい
たことを主体的に対話しな
がら問題を見いだす場面を
示しています。

「なぜ？」が見つかる教科書

子どもの気づきから問題をつくり、学びが始まります。
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問題解決の流れがわかると、見通しをもって学ぶことができます。

◦	問題に対する答えを予想して、	
その理由をはっきりさせよう。

◦	自分の予想をたしかめる方
ほう

法
ほう

を考えよう。
◦結

けっ

果
か

がどうなるかを考えよう。

◦自
し

然
ぜん

と関
かか

わり、新しいぎもんを	
発見しよう。

◦調べた結果から、自分の予想が	
たしかめられたかを考えよう。

◦わかったことを次の学習や生活に	
あてはめて考えよう。

4 年 の チ カ ラ

見つけよう

予
よ

想
そう

しよう

学びを
広げよう

結果から
考えよう

◦観察や実験を通して、問題に対して	
どのようなことがわかったのか、	
言葉で表そう。

学習の進め方学習の進め方
学習の進め方
各学年の巻頭に「学習の進め方」
を設け、問題解決の過程をわかり
やすく示しているので、理科の学
び方が身につきます。

学年のチカラ
その学年で主に育成する問題解決
の力には、「〇年のチカラ」という
マークを付けてあり、子どもも意
識しながら学習することができま
す。

問題解決の過程
子どもキャラクターのアイコンで
問題解決の過程を表現し、目立た
せることで、特に大切な問題解決
の過程を明確にしています。

流れがわかるライン
１本のラインでつながっているの
で、問題解決の流れがひとめでわ
かります。

計画しよう

◦安全に注意しながら、	
計画した方法で調べよう。
◦結果をわかりやすく整理しよう。

観観
か んか ん

察察
さ つさ つ

・・実実
じ っじ っ

験験
け んけ ん

結結
け つけ つ

ろんろん

問題問題 ◦クラス全体で調べていくことを	
決めよう。

問題解決の流れが明確なので、自分が問題解決のどの過程にいるのかを確認しやすく、
見通しをもちながら主体的に学習することができ、学びが深まります。

NEW

NEW

問題解決の流れがわかる教科書2
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問題解決の流れがわかると、見通しをもって学ぶことができます。

4 年 p.26

5 年 p.104

見方・考え方を働かせ
た 子ど もの 発 言 例 に
は、カギマークとマー
カーがついています。
ここでは、既習内容を
関係づけた考え方の例
を示しています。

既習内容や
生活内容の活用
既習事項や生活経験を
想起させ、すでに獲得
した見方・考え方を働
かせることができます。

空間的な見方
ここでは、「時間的・
空間的な見方」を働
かせた発言例を示し
ています。

先生が、子ども
の働かせている
考え方について
わかりやすく支
援したり、子ど
もの発言を価値
づけしたりして
います。

 学習の流れについては、別冊「教出理科教科書の使い方」をご参照ください。

先生の発言が子どもの発言をさりげなく
フォローし、思考の手助けをします。

見方・考え方を働かせた子どもの発言例が適宜掲載されているので、
子どもたちの力も自然に身につきます。

予想、計画、結果から考えようなどの場面では、自分の考えをもち、他の子どもとの対話により、
自分の考えを見直したり、見通しをもったりすることで、確かな学力が身につきます。

NEW

問題解決の流れがわかる教科書

見方のカギ
考え方のカギ
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思い出そう
これまでに習得した知識を系統的に使って、根拠ある考
えをつくっていくことができます。

第４学年では、主に既習内容や生活経験をもとに、根拠
ある予想や仮説を発想する力を育てます。「予想しよう」
の場面で、対話を通して丁寧に扱っています。

第３学年では、主に差異点や共通点をもとに、問題を見
いだす力を育てます。「見つけよう」の場面で、活動や対
話を通して丁寧に扱っています。

学んだことや生活経験と関係づけて考えている子どもの
発言例から、先生キャラクターが関係づける視点を整理
して価値づけています。

比べて考えている子どもの発言例から、先生キャラクター
が比較する視点を整理して価値づけています。

3年 問題を見いだす力

4年 根拠ある予想や仮説を発想する力

見つけよう
3 年 の チ カ ラ

予想しよう
計画しよう

4 年 の チ カ ラ

3 年 p.133

4 年 p.22

各学年で主に育てたい力が身につく「〇年のチカラ」
各学年で主に育成を目指す問題解決の力を育てる場面には「〇年のチカラ」を設定しています。
子どもの発言例と先生の支援を通して、「思考力・判断力・表現力」が確実に身につきます。

問題解決の流れがわかる教科書2
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第６学年では、主に自然の事物・現象を多面的に考える
ことにより、より妥当な考えをつくりだす力を育てます。

「結果から考えよう」の場面で、対話を通して丁寧に扱っ
ています。

第５学年では、主に予想や仮説をもとに、解決の方法を
発想する力を育てます。「計画しよう」の場面で、対話を
通して丁寧に扱っています。

複数の結果をもとに多面的に結論を考えている子どもの
発言例から、先生キャラクターが子どもの考えを整理し
て価値づけています。

予想をもとに、変える条件と同じにする条件に着目して、
どのように調べればよいか考えている子どもの発言例か
ら、先生キャラクターが条件制御の方法を整理して価値
づけています。

5年 解決の方法を発想する力

6年 より妥当な考えをつくりだす力

計画しよう
5 年 の チ カ ラ

結果から
考えよう

6 年 の チ カ ラ

5 年 p.41

6 年 p.12

各学年で主に育てたい力が身につく「〇年のチカラ」

問題解決の流れがわかる教科書
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学んだことを自分でまとめる
ときの参考になるので、家庭
学習にも役立ちます。

より学びやすい教科書で、自分の成長が実感でき、学びを深めることができるので、理科が好きになります。

各単元末にある「ふり返ろう」では、その単元で学んだことを簡潔にまとめています。
「たしかめよう」では、基本的な問題を掲載しています。
学習をしたあとに学習事項を確認することで、確実な知識・技能が身につきます。

4 年 p.58 4 年 p.59

たしかめようふり返ろう

学習前の〇〇さん・学習後の〇〇さん
単元導入の「学習前の〇〇さん」と単元末の「学習後
の〇〇さん」では、自らの学びを振り返り、学習前後
の成長が実感できるようにしています。学習後に自分
の成長がわかることで、次の学びに向かう力になるよ
うに配慮しています。

単元で新しく学習した
重要用語がまとまっています。

学びやすい! 学んだことを身のまわりのこ
とに当てはめて考える問題に
取り組むことで、深い学びに
つながります。

NEW

学びやすい教科書で理科を好きに なります。

みんなが理科を好きになる教科書3
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より学びやすい教科書で、自分の成長が実感でき、学びを深めることができるので、理科が好きになります。

メッセージ

立場に関
か ん

係
け い

なく協
き ょ う

力
り ょ く

し合う社会を

うちゅう飛行しとしてうちゅうへ飛
と

び立ったとき、わたしは仲
な か

間
ま

と
ともにさまざまな研究に取り組みました。うちゅうという、地球とは
まったくちがうかんきょうで研究してみたいことは、山のようにあります。
世界中の科学者たちからたくされた研究を、うちゅう飛行しが行うのです。
その結

け っ

果
か

がわたしたちの未
み

来
ら い

へ関
か か

わるのですから、せきにんは重大です。 
　そんな大事なミッション（にんむ）を、せつびのかぎられた
うちゅう船の中で行うのです。しかも、２週間で100 種

し ゅ

類
る い

ほどの研究に
取り組まなくてはなりませんでしたから、仲間どうしがいかに協力し合う
かが、ミッション成

せ い

功
こ う

の大きなカギとなります。うちゅう飛行しは、
国せきもせい別もちがう人たちの集まりです。それぞれのとくい分野も
ちがいます。まずは、相手をうやまい、必

ひ つ

要
よ う

なことはちゃんと伝え合う。
そうすることで信

し ん

じ合い、協力し合えるようになるのです。
これからの社会では、わたしたちはますます多くのミッションを

達
た っ

成
せ い

していかなくてはなりません。
わたしがうちゅう船の中で体

た い

験
け ん

した
ように、国せきやせい別に関係なく、
相手をうやまい、協力し合うことが
より大切になっていくでしょう。
そのためには、ちがう立場の人の
考えにも耳をかたむけ、受け止めて
いくことが重

じゅう

要
よ う

です。

日本人女せい初
は つ

のうちゅう飛
ひ

行
こ う

し。げんざいは、大学でうちゅう医学研究を 
続
つ づ

けています。また、日本の理科教育の国さい化や、高校や大学などの 
学校で女せいが活やくできる機

き

会
か い

をもっとふやすための仕事もしています。

当社二次元当社二次元
コード入るコード入る

向井先生のうちゅうでの活動を知ることができる 
科学館（群

ぐ ん

馬
ま

県
け ん

館
た て

林
ばやし

市
し

）

向
む か

井
い

千
ち

秋
あ き

 先生

232

55

1010

1515

2020

6 年 p.214

3 年 p.188

メッセージ

使い方・調べ方
二次元コードを読み取ると、器具の使
い方動画を見ることができます。

巻末ずかん
巻末ではその学年で学んだ内容につい
て、Web ずかんを活用して学習する
方法が掲載されています。
子どもが自ら調べ、学習することで、
深い学びへとつなげます。

各学年で使用する器具の基本的な使
い方を巻末にまとめて示しています。
必要なときに、いつでも何度でも確認
できるので、基礎的・基本的な技能を
確実に習得することができます。

学びやすい!

学びやすい!

向井千秋先生 

さまざまな分野の専門家からの「メッセージ」や生活
と関連した読み物を豊富に掲載し、理科を学ぶことの
楽しさや有用性を理解できます。

4 年 p.232養老孟司先生 内田麻理香先生 小林快次先生 

NEW

3 年は植物ずかん、こん虫ずかん、４年は天体ずかん、５年は気象ずかん、
6 年は SDGs ずかんとリンクしています。

 本書 13 ページまなびリンクコンテンツをご参照下さい。

学びやすい教科書で理科を好きに なります。

みんなが理科を好きになる教科書
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まなびリンクの紹介
教科書の内容と関連のあるコンテンツを教育出版のウェブサイトに用意しています。
教科書紙面だけでは紹介できない動画や資料で、子どもの学びを深めたり、
興味を引き出したりします。パソコンやスマートフォンなどからアクセスできます。

5 年 p.19

3 年 p.98

NEW

まなびリンク URL：https://www.kyoiku-shuppan.co.jp/m-link24/rika/index.html

動
ど う

画
が

じょうほう

リンク
ウェブ 
ずかん

ウェブアプリ まなびリンクコンテンツには動画など
さまざまな情報があります。

まなびリンクコンテンツがあるページ
の二次元コードから、簡単にアクセス
することができます。

まなびリンクの一覧が見られます!

教科書の
二次元コードから
すぐに調べられて、
便利だな。

デジタルコンテンツ

12



器具の使い方動画 インタビュー動画

基礎的・基本的な技能が確実に習得できます。 著名な先生のメッセージを聞くことで、学習に対する
意欲が高まります。

まなびリンクコンテンツ

まなびリンク URL：https://www.kyoiku-shuppan.co.jp/m-link24/rika/index.html

NHK 動画教材 デジタル星座早見

場所と日時を設定するだけで、そのときに観察できる
星座が確認できます。目的の星座を見つけるのに役立
ちます。

普段の観察だけでは見ることが難しいものや、文字
だけでは理解しにくいものについて、動画を見ること
ができます。

Web ずかん

パソコンやスマートフォンなどがあれば、いつでもど
こでも簡単に調べることができます。

授業や調べ学習に役立つさまざまなコンテンツがあります。

デジタルコンテンツ

子どもたちの「学びたい」
「もっと知りたい」に応えます。

13



デジタル化への対応
コンピュータやインターネットなどを適切に活用し、情報モラルを含めた情報活用能力が
身につくようにしています。また、デジタル機器を用いた撮影方法を具体的に紹介しています。

6 年 p.123

6 年 p.210

3 年 p.191 4 年 p.231 ５年 p.207 6 年 p.223

調べ学習の場面では、コンピュータや
インターネットの活用例を示しています。

ICT 機器の活用が想定される
場面には、マークが付けられています。

タブレットパソコンなどで写真や動画を
とり、記録する方法を紹介しています。
記録をすることで、子どもどうしで共有
したり、何度も結果を確認したりするこ
とができます。

巻末で ICT 機器を使用する上での注意をよびかけています。

デジタルコンテンツ
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その他の特長

専門家の監修をもとに、SDGs に関連する内容には、
該当する目標の SDGs マークを掲載しています。

3 年巻頭

SDGs

巻頭ページ
各学年の巻頭では、SDGs に関連させて、
主に育成したい力にアプローチしています。

SDGs マーク
SDGs マークのある資料では、理科と
SDGs とが関連する内容を取り上げてい
ます。理科の学習が持続可能な社会の実
現に役立つことがわかり、未来志向で考
える力を養います。

SDGs ずかん（6 年巻末）
6 年巻末では、学んだことと SDGs に関連する問
題を具体的に考えています。

SDGs ずかん（Web ずかん）
SDGs の 17 の目標をより詳しく調べるこ
とができる「SDGs ずかん」を教育出版
のウェブサイトに設けています。

6 年 p.220

6 年 p.85

SDGsずかんも
充実してるね！

NEW

15



その他の特長

安心・安全に学習ができるよう、安全指導や危険防止の表記を徹底しています。

6 年 p.1544 年 p.181

4 年 p.223

4 年 裏表紙

安全への配慮

理科の安全の手引き
教科書を開かなくても子どもの目にとま
るように、第３～６学年の裏表紙に観察・
実験を行う際の注意・危険事項を掲載
しています。

注意・危険マーク
安全に対する配慮が必要な場面には、危険マークと注
意するべき説明を赤字で記載しています。何に気をつ
ければよいか、ひとめでわかります。

理科室の使い方、地震や感染症への対応
「理科室の使い方」を各学年に掲載し、理科室で実験を行うとき
の服装や火の扱いなど、注意するべきことを示すとともに、地震
や感染症流行時の注意点を紹介しています。

NEW

●つくえの下にもぐるなどして、	
頭を守る。
●	つくえの下にもぐれない場合は、	
教科書やノートで頭を守る。
●ゆれが強いときは火からはなれ、	
ゆれがおさまってから火を消す。

●マスクをつける。
●理科室に入る前や出たあとに、
手あらいや手指のしょうどくをする。
●まどやドアを開けてかん気する。
●友

と も

達
だ ち

とは対面をさけてきょりを空ける。

地しんが起きたときは かんせんしょうが広がっているときは

16



その他の特長

理科の学習と関連させながら、子どもが問題意識をもって防災や減災について考えられる
構成にしています。

防災・減災教育への対応

社会の取り組みの紹介
自然災害に対する備えについて、日常生活で気を
つけられることや社会全体の取り組みなどを紹介
しています。

特設単元の設定
5 年、６年では、防災・減災に関する小単元が特
設されています。これまでに学んだことと関連づけ
ながら、自然と共存する方法について考え、学ぶ
ことができます。

日常生活の取り組みの紹介
理科で学んだ知識と関連づけて日頃からできる減災
の取り組みを紹介しています。

PTSD への配慮
災害の写真を扱う際には、単元の初めに PTSD へ
の注意喚起をしています。

5 年 p.127

5 年 p.122 6 年 p.131

4 年 p.87 6 年 p.130

NEW
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その他の特長

専門家の監修をもとに、全ての子どもが見やすく読みやすい教科書になるように配慮しています。
また、表紙には、耐水加工や防菌加工を施すなど、製本にも工夫しています。

6 年 p.174

6 年 p.158

学習支援・インクルーシブ教育

ユニバーサルデザイン
全ての文字に、ユニバーサルデザイン（UD）フォントを
採用しています。紙面でもデジタル画面でも、見やすく
読みやすい書体です。

問題解決の流れが上から
下につながるようになっ
ているので、読む順番に
迷わず、スムーズに読み
進められます。

文節改行
言葉の途中で文章を改行せず、
文節で改行して、読みやすくしています。

人権教育への配慮
社会の多様性をふまえ、さまざまな子ども
が登場するように工夫し、ジェンダーや人
権についても配慮しています。

色覚多様性への配慮（CUD）
色覚の特性をふまえ、より多くの人が見やすい
ように色名を表示したり、識別しやすい配色を
用いるなど配慮しています。

18



その他の特長

カリキュラムマネジメントの視点から、他教科の学習を理科と関連づけて教科横断的に扱えます。

教科横断・カリキュラムマネジメント

教科担任制 道徳教育 小中連携

算数科とのつながり
巻末に「算数とのつながり」を掲載し、算数の学
習と関連をはかりながら学習できるようにしていま
す。

国語科とのつながり
国語科で学んだ力を活用できるように、対話をす
る上での表現のしかたについても各学年の巻頭で
触れています。

道徳科との関連も考慮した内容
になっており、以下のような道
徳的な価値を大切にしようとす
る態度を育成します。

「発展的な学習」の扱いや「学習
のつながり」で中学校の内容を
掲載し、小学校と中学校の連携
も意識しています。

理科の時間で柔軟に継続観察が
できるように、休み時間を利用
した観察方法を「くふう」とし
て示しています。
4 年 p.23、27　5 年 p.53　6
年 p.141 ●主として自分自身に関わること

　4 年 p.152
●主として人との関わりに関する

こと
　3 年 p.5、5 年 p.114
●主として集団や社会との関わり

に関すること
　4 年 p.223、5 年 p.180
●主として生命や自然、崇高な

ものとの関わりに関すること
　5 年 p.190-191、6 年 p.201 6 年 p.8

4 年 p.225（巻末）

4 年 p.23、27

3 年 p.5（巻頭）

3 年 p.134

重さのたんい

1グラム

1g① ②

1キログラム

1kg① ②
③ 1000g=1kg

算数とのつながり

4 年 とじこめた空気や水

6 年 1 ものの燃え方と空気

4 生き物と食べ物・
空気・水

● 人の生活と自然環
かん

境
きょう

中学 1年 もののすがた

学習のつながり

中学２年
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デジタル教科書・デジタル教材のご紹介

指導者用デジタル教科書（教材）

学習者用デジタル教科書＋デジタル教材

単元導入動画
導入場面では、これから学ぶ内容について

子どもの興味を引くことができます。

シミュレーション
子どもの操作に応じて画面が変わり、

一人一人の興味に応えます。

アニメーション
肉眼では観察できない人体のはたらきを、

何度も確認することができます。

※掲載画面は開発中のものとなります。予告なく変更することがあります。

デジタルワークシート
自分の予想や、確認問題の答えを

書き込むことができます。

準備チェックシート
実験に必要な器具が一覧表示され、

１つずつチェックすることができます。

実験器具の使い方の動画
難しい操作や気になる箇所を、

子どもが各自の端末で繰り返し再生できます。

他にも授業に役立つコンテンツを
豊富に収録しています。

他にも、単元末の振り返りに役立つまとめ
アニメーションなどを収録しています。

・実験結果の動画
・NHK for School 動画リンク集
・解答提示機能

紹介ページはこちら
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教師用指導書のご紹介

朱書編 従来の「授業編」から名称変更しました。授業のポイントを教科書ページごとに見やすく
まとめています。

〈本棚画面〉

データ編 観察・実験の記録用ワークシート、評価問題、図版データなどを提供しています。

研究編 指導上の留意点や対話の例など、単元学習を始めるにあたり、授業をイメージできる資料
を掲載しています。また、参考資料では、全ての観察・実験について解説をしています。

デジタル朱書編

　教師用指導書は、各学年の「朱書編」「研究編」「データ編」のセットと、全学年の「総説編」
で構成され、教科書を使った学習を全般的に強力にサポートします。

単元全体のフローチャート
を示しています。

教師の発問例や子どもに
投げかける言葉の例を
示しています。

各単元のはじめの見開きで
は、学習の流れや準備物、
安全の配慮についてわかり
やすく掲載しています。

見方・考え方

小学理科　3　教師用

指導書　朱書編

小学理科　3　教師用

指導書　データ編

小学理科　4　教師用

指導書　データ編

小学理科　5　教師用

指導書　データ編

小学理科　6　教師用

指導書　データ編

小学理科　4　教師用

指導書　朱書編

小学理科　5　教師用

指導書　朱書編

小学理科　6　教師用

指導書　朱書編

〈デジタル朱書編画面〉

※仕様および内容は変更になる場合があります。

小学理科　５

紙面はイメージです

令和６年度版から教師用指導書セットでデジタル朱
書編（データ配信版）を提供。

〈デジタル朱書編の特徴〉
①先生どなたでも使用できる

複数の先生が同時に使用できます。
②書き込み・保存ができる

アカウントごとに書き込み・保存ができます。
書き込みデータを他の先生と共有することもできます。　

③文字検索ができる
調べたい文字を検索して、該当ページを直に開くこと
ができます。

④どこからでも閲覧できる
クラウドでの提供なので、場所を選ばず、必要なとき
にアクセスできます。

⑤自作の資料を保存
My 本棚に自作のプリント資料などが保存できます。

授業の参考になる
板書例を示しています。

NEW
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年 組3

この教科書は、これからの日本を担う皆さんへの期待をこめ、
税金によって無償で支給されています。大切に使いましょう。

このマークの付いているところは、この学年の学習指導要領に
示されていない内容です。すべての児童が、一律に学習する
ものではありません。

学習に役立つ情報をウェブサイトで見ることができます。
学校のルールを守って利用しましょう。

ひょう し し ゃし ん

表紙の写真  
ベニシジミとヒメジョオンhttps://www.kyoiku-shuppan.co.jp/m-link24/rika/3nen/index.html

理科の安全の手引き 　　3年
あ ん ぜ ん

●  色覚の個人差を問わず、より多くの人に見やすいカラーユニバーサル
デザインに配慮しています。

●  見やすさ・読みやすさに配慮したユニバーサルデザインフォントを
使用しています。

●  環境にやさしい再生紙と植物油インキを使用しています。
●  表紙には、抗菌加工をしています。
●  学校の生活で気をつけることを示しました。（タブレット端末の使い方／

感染症対策）

先生方・保護者の皆様へ　

文部科学省検定済教科書　小学校理科用　１７教出　理科310

理科小学

みらいをひらく

けがやかぶれなどをしないように、
とくに安全に気をつけよう。

ゴムをのばしすぎないようにする。

かがみではね返した光を人の顔に
当ててはいけない。

か え

太陽を見るときは、
かならずしゃ光板を使う。

こ うば ん つ か
目をいためるので、ぜったいに、
虫めがねで太陽を見ては
いけない。

た いよ う

虫めがねで集めた光を人の体や
服に当ててはいけない。
また、むやみにものをもやしては
いけない。

あ つ

ふ く

送風きの中に指を
入れないように注意する。

そ うふ う ゆ び

ば し ょ

きけんな場所には近づかない。
さしたり、さわるとかぶれたりする
生き物もいるので、むやみにさわらない。

も の

安全に注意しながら調べよう。
し ら

注
ちゅう

意
い

み
ら
い
を
ひ
ら
く

小
学

理
科
3 3

このマークの付いているところは、この学年の学習指導要領に
示されていない内容です。すべての児童が、一律に学習する
ものではありません。

学習に役立つ情報をウェブサイトで見ることができます。
学校のルールを守って利用しましょう。

理科の安全の手引き 　　4年
安全に注意しながら調べよう。注意 けがややけどなどをしないように、

特に安全に気をつけよう。
と く

長いかみは結び、服のそでや
ひもが、器具に
かからないように
する。

火や薬品を使うときは
ほごめがねを使う。

熱い湯に手などをつけてやけどを
しないようにする。

ビーカーの中に入れた氷水は、
とても冷たくなるので、氷水や
ビーカーをじかにさわらない。

液体の入った試験管を熱して
いるとき、口をのぞきこんだり、
人のいる方へ向けたりしない。

つ め

し か んけ んた いえ き ね っ

加熱器具の近くにもえやすいものを
置かない。

か ね つ き ぐ

お

む す

き ぐ

タイトル

年
組

氏名

〔わかったこと〕

あ つ

さ
ほのおで熱したビーカーや金ぞくは、とても熱いので、
冷めるまでぜったいにさわってはいけない。

文部科学省検定済教科書　小学校理科用　１７教出　理科410

●  色覚の個人差を問わず、より多くの人に見やすいカラーユニバーサル
デザインに配慮しています。

●  見やすさ・読みやすさに配慮したユニバーサルデザインフォントを
使用しています。

●  環境にやさしい再生紙と植物油インキを使用しています。
●  表紙には、抗菌加工をしています。
●  学校の生活で気をつけることを示しました。（タブレット端末の使い方／

感染症対策）

先生方・保護者の皆様へ　

この教科書は、これからの日本を担う皆さんへの期待をこめ、
税金によって無償で支給されています。大切に使いましょう。

理科小学

未来をひらく

小
学

理
科
4

未
来
を
ひ
ら
く

4

表紙の写真  
花の先についた雪のつぶ

年 組4

https://www.kyoiku-shuppan.co.jp/m-link24/rika/4nen/index.html

このマークの付いているところは、この学年の学習指導要領に
示されていない内容です。すべての児童が、一律に学習する
ものではありません。

学習に役立つ情報をウェブサイトで見ることができます。
学校のルールを守って利用しましょう。

理科の安全の手引き 　　5年

カッターナイフで指を
切らないようにする。

けんび鏡は、日光が直接当たる
ところでは使わない。

目をいためるので、絶対に
虫眼鏡で太陽を見てはいけない。

実験に使う食塩やミョウバンを
絶対に口に入れてはいけない。

熱い湯に手などをつけてやけどを
しないようにする。

エナメル線が熱くなるので、
電流を長い時間流さない。

め  が  ね

ぜ った いち ょ くせ つ

川に行くときは、先生の指示をよく聞いて、
きけんな場所には近づかない。

し じ

安全に注意しながら調べよう。注意 けがややけどなどをしないように、
特に安全に気をつけよう。

文部科学省検定済教科書　小学校理科用　１７教出　理科510

●  色覚の個人差を問わず、より多くの人に見やすいカラーユニバーサル
デザインに配慮しています。

●  見やすさ・読みやすさに配慮したユニバーサルデザインフォントを
使用しています。

●  環境にやさしい再生紙と植物油インキを使用しています。
●  表紙には、抗菌加工をしています。
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